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●校長・伊東雅美／●生徒数・44人／●所在地・大東町猿沢字上ノ洞22／●創立・昭和22年／●教育目標・自ら学び心豊かでたくましい生徒の

育成

菊地誠徳さ
ん

きくち・せいとく
ＰＴＡ会長

藤原良一さ
ん

ふじわら・りょういち
閉校記念事業
実行委員長

菊地洸太さ
ん

きくち・こうた
生徒会長

閉校は、新しい生活を始めるけ

じめです。「猿中プライド」はみ

んなで考えた。猿中の最後の１
年を、プライドを持って臨んで

成功させようと考えた抱負で

す。4月からはそれぞれの新し

い環境で猿中の誇りを持って

頑張ってほしい。

私も3776人卒業生の一人。子
供たちの教育環境を考え、PTA
や地域の協力があったからこ

そやってこれた。地域との行
事で文化の伝承や普及も担っ

てきた。子供たちには新しいス

テージで、猿沢の良さを引き継
いで頑張ってもらいたい。

67年の歴史に幕を閉じるのは

寂しいこと。ただ、子供たちの

教育を考えれば、致し方のない

ことだとも思う。そう遠くない

未来にはILC誘致などもある

だろう。世界で活躍するような

卒業生が出てきてくれることを

祈っている。

伊東雅美さ
ん

いとう・まさみ
21代校長

４月に赴任し、閉校を知りまし

た。今年はすべてが「最後」に
なる年。全校が一丸となり、一
つ一つのことにプライドを持っ

て一生懸命取り組みました。
「自分たちでやりきった」とい

う思いが大切。本当に自慢の生
徒達です。

机を並べて勉強した教室。夢中になって遊んだ校庭。
いろいろな世界へ連れていってくれた図書室。地域の皆さんの笑顔に会える通学路。

懐かしく愛おしい思い出は、いつも学びやと共にありました。

　

急
速
な
少
子
化
の
進
行
に
伴
い
、

学
校
規
模
の
適
正
化
は
重
要
な
課
題

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
活

動
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
き
た
学
校
が

な
く
な
る
こ
と
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
と
察

し
ま
す
。

　

輝
か
し
い
実
績
と
伝
統
を
有
す
る

学
校
は
、
３
月
を
も
っ
て
そ
の
長
い

歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
統
合
し
て
も
、
長

年
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
と
歴
史
は
失

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
継
承
し
な
が
ら

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
未
来

に
向
か
っ
て
力
強
く
羽
ば
た
く
力
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
教
育

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

急
激
に
進
む
少
子
高
齢
化
の
中

で
、
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
の
維
持
・

向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
教
育
に
対
す
る

熱
意
、
長
年
に
わ
た
っ
た
支
援
が
後

押
し
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
に

合
っ
た
教
育
が
行
わ
れ
た
結
果
、
素
晴

ら
し
い
伝
統
や
歴
史
、
そ
し
て
、
そ
の

成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
月
に
長
い
歴
史
の
幕
を
閉
じ
る

こ
と
に
な
っ
た
猿
沢
中
、
長
坂
小
、

田
河
津
小
、
松
川
小
。
閉
校
し
て
も
、

そ
の
歴
史
は
絶
え
る
こ
と
な
く
、
新

し
い
学
校
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

新
し
い
学
校
に
通
う
皆
さ
ん
、

卒
業
証
書
を
受
け
取
っ
た
皆
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
学
ん
だ
こ
と

に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
思
い
出

を
胸
に
、
勉
強
や
部
活
動
に
励
ん

で
く
だ
さ
い
。

●校長・琵琶坂公一／●児童数・98人／●所在地・松川字中通42／●創立・明治6年／●教育目標・自ら学ぶ子ども　思いやりがある子ども　

たくましく健康な子ども

細川幸久さ
ん

ほそかわ・ゆきひさ
PTA会長

高橋圭さ
ん

たかはし・けい
閉校記念事業実行
委員長

石崎望羽さ
ん

いしざき・みう
児童会長

141年もの歴史ある松川小が

なくなってしまうのは寂しい

です。後輩たちには、東山小で

もあいさつ運動などの伝統を

しっかり受け継いでほしいと思
います。たくさんの新しい仲間
と一緒に、明るい東山小をつ

くってください。私たち、卒業
生も応援します。

無事に閉校式を迎えられて安
心しました。寂しい気持ちもあ

りますが、子供たちには新し

い学校でみんなと仲良くして

頑張ってほしい。「統合してよ

かった」と思えるよう、みんな

でいい学校をつくっていきた

い。今後も、学校と地域の皆さ

んと協力しながら、応援します。

今日まで、実行委員の皆さんが

一生懸命携わってくれました。
実行委員をはじめ、出席した地
域の皆さんに「いい閉校式だっ

た」と感じてもらえたらうれし

いです。統合しても、松川小と

同じように、地域とのつながり

の強い、愛着のある学校になっ

てほしいです。

琵琶坂公一さ
ん

びわさか・こういち
32代校長

松川小最後の校長を勤めるこ

とができて光栄です。松川地区
は、素晴らしい地域。松川小の

教育は、地域の皆さんの協力
のたまものです。心から感謝し
ています。児童たちは東山小で

も、何事にも臆することなく挑
戦し、成長してくれると信じて

います。

●校長・及川徹／●児童数・58人／●所在地・田河津字石ノ森16-8／●創立・明治6年／●教育目標・徳・知・体の調和のとれた人間形

成の基礎を培う教育を推進する「よさを生かし、高め合う子ども」

菅原聡さ
ん

すがわら・さとし
PTA会長

髙橋勝男さ
ん

たかはし・かつお
閉校記念事業実行
委員長

中村天駿さ
ん

なかむら・てんま
児童会長

最後の１年は、とても忙しく大
変でしたが、みんなをまとめる

楽しさを学べました。いつも遊
んでいた校庭に、後輩のみん

ながいなくなると思うとさびし

い。東山小に通う後輩の皆さん

には、田河津小自慢の伝統・あ
いさつ運動を受け継ぎながら、
新しい歴史を刻んでほしい。

地域から子供たちの声が消え

ることは寂しいですが、統合に

は理由があります。いろいろな

仲間の中で、さまざまな価値観
を築いていってほしいですね。
子供たちは、地域の皆さんに支
えられてきた。統合しても、地
域とのかかわりを大切にしてほ

しいです。

私も田河津小の出身。閉校は

寂しいです。学校があるという

ことは、子供たちの笑い声や

笑顔があるということ。地域に

とっては、パワースポットのよ

うなものです。子供たちの教育
環境を考えれば、統合は仕方
がないこと。互いに切磋琢磨し
ながら、成長してほしい。

及川徹さ
ん

おいかわ・とおる
30代校長

都市化が進む中で「おらほの学
校」田河津小には、地域振興が

根付いています。これからも地
域行事に参加し、より強いつな

がりを作ってほしい。校歌にあ

る、素直な気持ちやこつこつ積
み重ねる努力をする「田河津小
スピリット」で、自分らしく歩ん

でいくことと信じています。

●校長・千田智明／●児童数・183人／●所在地・東山町長坂字東本町12／●創立・明治 6年／●教育目標・思いやりの心をもち、自分で考え、進

んで行う子ども

菅原晃弘さ
ん

すがわら・あきひろ
PTA会長

鈴木英一さ
ん

すずき・えいいち
閉校記念事業実行
委員長

髙橋澄羽さ
ん

たかはし・とうわ
児童会長

これまで楽しく過ごし、思い出
の多い長坂小学校がなくなる

のはとても悲しい。後輩の皆さ

んには、東山小学校でも自信を

持って活躍してほしい。私たち

の学年が、伝統ある小学校最
後の卒業生となる。最後の児
童会長としての誇りを胸に刻
み、これからも頑張りたい。

私の親、自分、子供が通ってき

た小学校がなくなってしまうの

はとても寂しいです。年々、子
供たちの成長過程において必
要な「人とのかかわり」が減っ

ているように思えます。3校が

統合で、それぞれの地域とのつ

ながりがいっそう強くなること

に期待したい。

閉校は寂しいことですが、統
合はとてもいいことだと思い

ます。たくさんの仲間と切磋
琢磨し合いながら、成長して

ほしい。一方で、少子高齢化問
題は解決しません。これから

も、たくさんの子供たちの笑顔
があふれる地域をつくって行
きたい。

千田智明さ
ん

ちだ・ともあき
28代校長

141年の歴史に終止符が打た

れた。学校行事をはじめ地域の

皆さんとの触れ合いなど、さま

ざまな思いで胸がいっぱい。４
月からは東山小学校として新
たな未来への旅立ちを迎える。
長坂小学校としての自信と誇
りを持って、新しい学校でも頑
張ってほしい。

●
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鮮やかな学びやの思い出と
はぐくんだ自信と誇り胸に
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